
おじしヽちゃん、元気でね。
(|よまなす苑にて)

1広報|

萌える海と大地・さわやか交流郷

44月48日、双菜保育園児(83人)が特

別蓋護老人ホームはまなす苑を訪れ、

お年寄りを慰間しました。

園児による歌や楽器演奏 ・舞踊濠けが

披露され、入苑者|よかわしヽい子供たち

の姿にくぎづけ。思いがけない園児の

訪間に、入苑者からは思わず笑顔がこ

ぼれていました。
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標津類瀬 ミサヲさん(7才)

標津工藤  王 さん(62才)
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平
成
二
年
度
標
津
町
表
彰
式
が
十

一
月
十
八
日
、

町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
本
町
の
経
済

。
社

会
福
祉
・
教
育

・
文
化
な
ど
の
発
展

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
に
対
し
、

町
表
彰
条
例
に
基
づ
き

表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り
、

そ
の
功

績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
功
労
者
五
人
、

優
良
勤

労
者
六
人
を
表
彰
、

ま
た
三
十
年
間

町
税
納
期
内
完
納
者
と
公
益
の
た
め

多
大
の
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一

個人11人が喜びの受賞
平成5年度標津町表彰式

古多様 川瀬 幸 ―さん(68才) 古多糠 吉田  昇 さん(66才)

彩

岳

く
表
彰
式
の
模
様

表
彰
式
に
は
被
表
彰
者
や
来
賓
な

ど
約
百
人
が
出
席
。
「町
歌
斉
唱
」
に

始
ま
り
、
「先
人
に
対
す
る
黙
と
う
」

を
さ
さ
げ
、

受
賞
者
の
紹
介
と
と
も

に
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の
贈
車
の
あ

と
、

叙
勲
や
産
業
貢
献
賞
な
ど
を
受

け
た
方
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

小
日
桐
町
長
の
式
辞
で
は

「本
町

が
今
回
あ
る
の
は
郷
上
の
建
設
に
寄

せ
ら
れ
た
町
民

一
人
ひ
と
り
の
英
知

と
た
ゆ
ま
ぬ
発
展
へ
の
努
力
の
賜
も

の
。

本
日
、

表
彰
さ
れ
た
皆
様
方
は

特
に
強
回
な
信
念
の
も
と
、

豊

富
な
識
見
と
卓
抜
な
手
晩
を
発

海
さ
れ
、

広
く
地
域
社
会
に
多

大
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
。

心

か
ら
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
表
し

今
後
も
従
来
に
ま
さ
る
町
づ
く

り
に
対
す
る
ご
啓
発
や
ご
協
力

を
賜
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、

吉
回

昇
さ
ん
（古
多
様
）
が

「今
後
も

町
の
発
展
の
た
め
協
力
し
た
い
」

と
、

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

表
彰

式
が
終
了
。

引
き
続
き
祝
賀
会

が
開
か
れ
受
賞
を
喜
び
合
い
ま

し
た
。

写
真
以
外
の
そ
れ
ぞ
れ
の
被

表
彰
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

標津今野武右工門さん(73才)



―

標岸 高橋 源 悦 さん(56才)
(太平洋建設工業佛勤務 )

標津 山田 義 弘さん(55才)
(阿寒バス佛勤務)

川北伊藤 京 子さん(57才)
(今井林業・今井組勤務)

標津 葛迫 秋 雄 さん(55才)
(太平洋建設工業佛勤務 )

標津 多賀 納 手さん(60才)
(標津漁協冷凍加工場勤務)

川北藤村 光 子さん(56才)
(総上回組勤務)

▼
三
十
年
間
納
期
内
完
納
者
表
彰

荒
谷
良
治
さ
ん
（忠
類
）
・
伊
藤
恒

さ
ん
（茶
志
骨
）
・
植
松
喜
久
さ
ん

（標
津
）
・
斉
藤
正

一
郎
さ
ん
（同
）

・
笹
木
利
な
さ
ん
（川
北
）
・
須
田

幸

一
さ
ん
（古
多
糠
）
上
高
橋
道
行

さ
ん
（北
標
津
）
上
高
橋
祐

一
さ
ん

（忠
類
）
・
田
中
重
見
さ
ん

（北
標

津
）
・
田
中
俊
太
さ
ん
（東
浜
町
▼

林
忠
信
さ
ん
（川
北
）
・
細
畑
弘
昌

さ
ん
（伊
茶
仁
）
・
布
袋
弘
さ
ん

（

忠
類
）
・
村
上
正
平
さ
ん
（北
標
津
）

園
圏
目
目

安
達
浅
雄
さ
ん
（川
北
）
・
加
藤
清

弘
さ
ん
（中
標
津
町
）
・
佛
小
針
土

建
代
表
取
締
役
小
針
弘
さ
ん

周

岡

田

圏

〈叙
勲
の
部
〉

▼
勲
五
等
双
光
旭
日
章

矢
吹
弘
照
さ
ん
（川
北
）

〈表
彰
の
部
〉

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

工
藤
盛
美
さ
ん
（薫
別
）

▼
北
海
道
産
業
貢
献
賞

五
百
木
秀
夫
さ
ん
（川
北
）
・
佐
々

木
昭
孝
さ
ん
八
川
北
）

▼
北
海
道
社
会
賛
献
賞

須
田
幸

一
さ
ん
（古
多
様
）
・
下
山

一
夫
さ
ん
（川
北
）
・
滝
本
新

一
さ

ん
（同
）
・
菊
池
十

一
さ
ん

（伊
茶

仁
）
・
荒
屋
耕
治
さ
ん
（標
津
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（勤
統
章
）

中
野
佐

一
さ
ん
（崎
無
異
）
・
岡
部

弘
さ
ん
（薫
別
）

〈感
謝
状
の
部
〉

▼
北
海
道
共
同
募
金
会
長
感
謝
状

渡
部
文
男
さ
ん
（伊
茶
仁
）

▼
北
海
道
知
事
感
謝
状

梅
木
道
雄
さ
ん
（薫
別
）

〈賞
の
部
〉

▼
北
海
道
青
年
農
業
者
会
議
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
発
表
生
活
部
門
優
秀
賞

標
津
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
様

▼
団
体
ヨ
ッ
ト
競
技
北
海
道
予
選
シ

ー
ホ
ッ
パ
ー
級
優
勝

今
源
浩
さ
ん
（標
津
）

以
上
の
ほ
か
に
も
各
種
表
彰
を
受

け
た
方
々
が
数
多
く
お
り
ま
す
が
、

代
表
的
な
方
々
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

，した
の
で
、

ご
了
承
く
だ

さ
い
。

優
良
勤
労
者
（交
）

町
税
紳
鶏
内
完
納
表
彰



標

新
津病院
築工事進』

▲完成予想図

健
康
と
福
祉
の
理
想
郷
づ
く
り

を
目
指
す
総
合
拠
点
と
し
て
施
設

整
備
を
行
う

「健
康
と
福
祉
の
村

建
設
事
業
」
で
は
、

現
在
標
津
病

院
の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

同
病
院
は
、

老
朽
化
な
ど
か
ら

移
転
新
築
の
た
め
、

本
年
二
月
エ

事
に
着
手
し
、

平
成
六
年
四
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

今
月
号
で
は
、

施
設
の
概
要
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
施
設
の
概
要
―

■
所
在
地

標
津
町
字
標
津

一
二
三
〇
番
地
八

一
三

（は
ま
な
す
苑
の
手
前
）

■
建
物
の
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

■
建
物
の
面
積

一
階
　
一
、

工
①
一
上
ハ
一
平
方
材

二
階
　
一
、

〇
一
八
・九
二
平
方
材

総
面
積
二
、五

二
〇
・五
四
平
方
材

■
絡
事
業
費

十

一
億
九
百
四
一
九
千
円
（内
、本

体
工
事
費
七
億
九
千
百
三
七
①
千

円
・
医
療
機
器
整
備
費
二
億
三
千

二
百
五
四
七
千
円
。
そ
の
他
付
帯

工
事
費
八
千
五
百
五
〇
二
千
円
）

●
現
在
の
病
院
と
比
べ
、

病
室
、

待

合
ロ
ビ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
室
、

談
話
室
、

廊
下
を
は
じ
め
全
体
的
に

「
ゆ
と
り

の
あ
る
安
ら
ぎ
」
を
も
た
ら
す
造
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
入
院
部
門

病
室
は
明
る
く
広
々
と
し
た
環
境

で
、　

ベ
ッ
ト
数
は
二
十
五
床
で
四
人

部
屋
が
主
体
。
ま
た
、

食
事
は
デ
ィ

ル
ー
ム
で
と
る
こ
と
に
な
り
起
き
上

が
れ
な
い
息
者
さ
ん
に
は
部
屋
ま
で

お
持
ち
し
ま
す
。

■
病
室
の
広
さ

四
人
部
屋
全
二
丁
二
七
ポ
）
六
室

二
人
部
屋
貧

八
上
三

ぱ
）
三
室

一
人
部
屋
室

五
・九
三
ぱ
）
工
室

■
外
来
部
門

内
科
と
外
科
の
診
察
室
が
並
ん
で

配
置
さ
れ
、

受
付

・
薬
局

・
診
察
室

の
待
合
ホ
ー
ル
が
同
じ
場
所
に
ま
と

ま
り
忠
者
さ
ん
に
と
っ
て
わ
か
り
や

す
い
配
置
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、　

一
般
出
入
日
の
ほ
か
に
教

急
、

夜
間
専
用
の
出
入
日
が
設
置
さ

れ
、

こ
れ
と
併
設
し
た
形
で
救
急
処

置
室
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

救
急
時
の
対
応
を

よ
り
敏
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
丸

■
受
付
方
法

新
し
い
病
院
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ

せ
て
診
察
準

支
つ
く

刊
ま
す
。

診
察
券
に
記
入
さ
れ
た
コ
ー
ド
番

号
を
入
力
す
る
だ
け
で
、

自
動
的
に

カ
ル
テ
を
取
り
出
す

「
カ
ル
テ
検
索

機
」
を
導
入
、

待
合
時
間
の
短
縮
を

図
り
ま
す
。

■
医
療
機
器
の
導
入

三
ヵ
年
計
画
で
最
新
の
医
療
機
器

を
導
入
し
、

医
療
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
「
Ｃ
Ｔ
」
…
人
体
を
輪
切
り
に
し
た

断
面
像
を
瞬
時
に
得
ら
れ
る
検
査
用

機
器
。

当
院
導
入
の
Ｃ
Ｔ
は
全
身
用

で
頭
部
を
は
じ
め
、

肺
及
び
腹
部
の

臓
器
す
べ
て
の
検
査
が
可
能
。

診
断

精
度
が

一
段
と
高
ま
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

▼
「
Ｃ
Ｒ
～
占
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｘ
線
画
像

診
断
装
置
。

従
来
の
Ｘ
線
画
像
と
異

な
り
、

均

一
で
安
定
し
た
画
像
が
得

ら
れ
、

ガ
ン
の
早
期
発
見
な
ど
診
断

精
度
が
大
き
く
向
上
し
ま
す
。

患
者

さ
ん
に
も
Ｘ
線
で
受
け
る
放
射
線
量

が
半
分
以
下
と
な
る
た
め
安
心
で
す
。

▼
「全
自
動
錠
剤
分
包
機
」
…
薬
局
で

使
う
こ
の
機
器
は
、

錠
剤
や
カ
プ
セ

ル
を

一
回
分
づ
つ
袋
詰
め
に
す
る
こ

と
が
で
き
、　

一
袋
ご
と
に
患
者
名
と

服
用
の
時
間
帯
が
印
刷
さ
れ
て
お
り

お
年
奇
り
な
ど
の
患
者
さ
ん
に
は
服

用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
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付ゆとりのあるスペTス・最新の医療機器導入れ

|.心電図室   21.発 電機室

2.臨床検査室  22.翌 安室

3.宿直及び管理室 23.倉庫

4.救急・夜間出入回24.ロッカー室

5,救急処置室  25.院 長室

6.外科診案室   26.当 直室

7.点滴室    27.医 局ラウンジ

8.内科診纂室  28.喫 煙室

9.内科診察室   29.階 段

30。エレベーター

||.事務室     31・ 眼底・聴力検査室

12.薬品庫    32.内 視鏡カメラ室

33.エコー室

3 4 . C T 室

15.トイレ    35`暗 室

17.職員食堂   37.中 央操作室

18`会議室     38.XttT V室

19.ボンペ室    39.X線 撮影室

20.ボイラー室  40tリ ハビリ室

情馘轍盤1
Ｈ

一　

‐２

l― r需 対

4 1 2 1 3

里

‐５

5

| | | | 1 1

|・病室 4人

2,病室 1人

3.病室 2人

4.リネン室

5.器材室

6.ナースステーション

7.器材室

8.夜眠室

9.OP室 (手術室)

10`空調機械室

||.更衣室

12.減菌室

13.洗濯コーナー

14・脱衣室

15.浴室

16.特別浴室    21・ トイレ

17.ディルーム

18,家族宿泊室

門.階段

20,エレベーター



aso串 移
焼肉列車完成!?
―川北地区町内会連合会が

旧JR列 車を改造―

入
□
に
は
階
段
も
設
置

昨
年

十

一
月
、

旧
Ｊ
Ｒ
川
北
駅
跡

地

に
待
望

の
川
北

ふ
れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
が
建
設
さ
れ
、

多
く

の
方

々
に
会

議

や
会
合

な
ど

で
利
用
さ
れ

て

い
る

と

こ
ろ

で
す
。

今
ま

で
、

会
合

な
ど

の
席

で
よ
く

見
か
け
る

の
が
焼
肉
。

川
北

地
区
町
内
会
連
合
会

（井
沢

義
次
会

長
）

で
は
、

せ

っ
か
く
立
派

な
施
設

が
で
き
た

の
だ
か
ら
、

焼

肉

で
き
れ

い
な
部
屋
を
汚
し
た
く
な

い
、

に
お

い
を

つ
け
た
く
な

い
、

と

い
う

こ
と
か
ら
、

日
を

つ
け
た

の
が
こ

の

施

設

の
目

の
前

に
あ

っ
た
旧
Ｊ
Ｒ

の

列
車
。

同
連
合
会

で
は
以
前

か
ら

こ
の
列

車
を
有
効
利
用

で
き
な

い
も

の
か
と

思
案
中

で
、

そ
れ
な
ら
内
部
を

改
造

し
て
焼
肉
専
用
列
車
に
と
、

同
連
合

会
笠
井
優
事
務
局
長
と
奥
勝
義
さ
ん

ら
が
八
月
に
工
事
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
。

工
事
は
、

イ
ス
の
撒
去
作
業
か
ら

始
ま
り
、

床
に
は
モ
木
を
渡
し
、

そ

の
上
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
ー
を
張

る
な
ど
の
ほ
か
、

照
明
や
換
気
一局
も

設
置
、

よ
う
や
く
こ
の
度
の
完
成
と

な
り
ま
し
た
。

工
事
を
手
掛
け
た
奥

さ
ん
は

「イ
ス
の
撒
去
に
一
番
苦
労

し
た
」
と
、

ま
た
笠
井
事
務
局
長
は

完
成
に
あ
た
り

「せ
っ
か
く
造
っ
た

の
だ
か
ら
皆
さ
ん
に
有
効
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
。

こ
の
列
車
が
こ
こ
に

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

昔
こ
の
町
に

も
汽
車
が
走
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

を
子
供

た
ち

に

い

つ
ま

で
も
残
し
続

け
た

い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
列
車
は
、

五
十
人
位
ま

で
収

容

可
能
。

既

に
利
用
申
込

み
が
数
件

あ

る
そ
う

で
す
。

十

一
月
十
四

日
に
は
、

関
係
者

が

集
ま

り
完
成
を
喜

び
合

い
ま

し
た
。

本
町
と
友
好
都
市
で
あ
る
青
森
媒

大
畑
町
の
川
端

一
義
町
長
と
笹
田
栄

次
郎
町
議
会
議
長
が
、

十

一
月
二
十

二
日
来
町
し
ま
し
た
。

こ
の
度

の
来
町

は
、

去
る
十
月
十

七
日
に
行
わ
れ
た
大
畑
町
長

・
町
議

会
議
員
達
挙
に
よ
り
、

両

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
、

就
任
後
初

め
て
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

川
端
町
長
ら
は
、

サ
ー
モ
ン
科
学

館
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
な

す
苑
な
ど
の
町
内
施
設
を
見
学
、

小

日
桐
町
長
、

荒
谷
町
議
会
議
長
ら
と

町
づ
く
り
に
対
す
る
情
報
交
換
な
ど

懇
談
し
、

二
十
四
日
本
町
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。

ま
た
、

去
る
九
月
四
日
、

入
院
加

療
中
逝
去
さ
れ
ま
し
た
畑
中

一
前
大

畑
町
長
に
は
、

心
か
ら
お
悔
や
み
申

し
上
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
丸

大畑町の川端町長 と

笹田議長が来町
―友好都市―

ラ

完成を喜び合う関係者(11月14日)

小日桐町長と懇談する川端町長(中央)と笹日議長
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〃遠
く
に
あ
り
て
ふ
る
さ
と
を
想
う
″

―
東
京
標
津
会
総
会
―

総
会
の
模
様

十

一
月
三
日
、

第
十
五
回
東
京
標

津
会

（下
西
幸
夫
会
長

・
会
員
約
二

百
人
）
総
会
が
東
京
渋
谷
の
東
急
ゴ

ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。結

会
に
は
約
百
五
十
人
が
出
席
、

地
元
標
津
町
か
ら
小
日
桐
町
長
、

荒

谷
議
長
を
は
じ
め
議
会
議
員
、

農

・

漁
協
、

商
工
会
の
代
表
者
と
、

今
年

は
清
野
根
室
支
庁
長
も
駆
け
つ
け
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
、

小
日
桐
町
長
か
ら

東
京
標
津
会
の
功
労
者
に
感
謝
状
と

記
念

品
を
贈
呈
し
た
あ

と
総
会

が
行

わ
れ
、

大
盛
会

の
う
ち

に
終
了
。

会
員

は
、

そ
れ
ぞ
れ

ふ
る
さ
と
談

議

に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま

し
た
。

◆
東
京
標
津
会

（
ふ
る
さ
と
会
▼

。

昭
和
二
十
四
年
標
津

町
開
基
百
年

を
機

に
関
東
周
辺

の
標
津
町
出
身

者

が
中

心
と
な

り
郷
土
発
展
と
会
員
相

互
扶
助
を
目
的

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
の
北
海
道
社
会
貢
献

賞
（納
税
功
労
）
の
表
彰
式
が
、

十

一

月
二
日
札
幌
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ

ー
で
行
わ
れ
、

本
町
の
荒
屋
耕
治
さ

ん
（鳩
ヶ
丘
町
・
６．
才
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

荒
屋
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
町
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
と
し
て
、

納

税
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
、

住
民

の
納
税
意
識
の
改
革
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
度
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

同
氏
は
十

一
月
十
日
札
幌

国
税
局
長
か
ら
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北海道社会貢献賞受賞
―長年の功績に栄誉―

荒屋耕治さん

鈴
木
副
知
事
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
る

荒
屋
さ
ん
（左
）

寒い冬を少慎為暖かく
―役場管理職が独居老人住宅のビニJレ張リー

金
婚
式
お
め
で
と
う

ム　
　
　
　
　
ー
町
長
が
記
念
品
を
贈
呈
―

十

一
月
十
日
、

今
年
金
婚
式

（五
　

顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
つ

十
年
）
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
、　

　
で
も
仲
良
く
、

お
元
気
で
―
。

小
田
桐
町
長
が
各
自
宅
を
訪
問
し
、

ご
夫
婦

の
記
念
写
真

と
記
念

品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

今
年
対
象
と
な

る

の
は
、

昭
和
十

八
年
中

に
結
婚

さ
れ
た

ご
夫

婦

で
、

事
前

に
調
査

・
公
募

し
た
と

こ
ろ
今

回
六
組
が
対
象

と
な

り
ま
し
た
。

小

田
桐
町
長
か
ら

「
お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
」

と
、

お
祝

品
な
ど
を

受

け
取

っ
た

ご
夫
婦

は
、

思
わ
ず
笑

役
場
管
理
職
員
で
組
織
し
て
い
る

恵
盟
会

（木
下
孝
会
長
・
会
員
五
十

二
人
）
は
、

寒
い
冬
を
少
し
で
も
暖

か
く
暮
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、

十

一

月
二
十
日
か
ら
三
日
間
ほ
ど
で
町
内

の
独
居
老
人
住
宅
十

一
世
帯
の
ビ
ニ

―

ル
張

り

を

行

い
ま

し

た

。

こ

の
ビ

ニ
ー

ル
張

り

の
ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

は

、

今

年

で
十

年

を

数

え

、

毎

年

希

望

す

る

独

居

老

人

を

対

象

に
実

施

。

お

年

寄

り

た

ち

は

「
毎

年

、

本

当

に
あ

り

が

た

い
。

ビ

ニ
ー

ル
を

張

る
の
と
張
ら
な
い
の
と
で
は
、

大
違
い
。

お
蔭
様
で
暖
か
く
冬

を
迎
え
ら
れ
ま
す
」
と
、

感
謝

し
て
お
り
、

同
会
で
は

「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て

今
後
も
希
望
が
あ
れ
ば
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

記念品を受け取り笑顔の杉岡さんご夫婦
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―町内酪農家の
フレッシュ・ミセス交流会―

十

一
月
十

一
日
、

町
内

の
酪
農

家

の
若
妻

が
町
長
、

農
協
組
合

長

ら
を
囲
ん

で
の
支
流
会
が
町
農
業

後
継
者
対
策
推
進
協
議
会

（
会

長

小
田
桐
町
長
）

の
主
催

で
、

ホ
テ

ル
川

畑

を

会

場

に

行

わ

れ

ま

し
た
。

一

こ
の
交
流
会
は
昨
年
ま
で

「町
長

と
農
協
組
合
長
を
囲
ん
で
の
懇
談
会
」

と
し
て
、

過
去
四
回
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、

回
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、

今
回

「
フ
レ
ッ
シ

ュ
・
ミ
セ
ス
交
流
会
」
と
名
称
を
変

え
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、

遠
く
は
外
国
の
フ
イ

リ
ピ
ン
、

大
阪
、

札
幌
な
ど
か
ら
娠

い
だ
奥
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
フ
レ

ッ
シ
ュ
・
ミ
セ
ス
十
二
人
が
出
席
。

ま
ず
、

小
日
桐
町
長
と
佐
々
木
農

協
組
合
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
現
在
進
め

て
い
る
町
づ
く
り
の
概
要
や
酪
農
の

実
情
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

こ
の
あ

と
出
席
者
全
員
に
よ
る
自
己
紹
介
、

自
由
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

懇
談
で
は

「夫
は
や
さ
し
く
、

と

て
も
理
解
が
あ
り
幸
せ
」
、
「家
族
と

旅
行
す
る
機
会
が
少
な
く
、　

ヘ
ル
パ

ー
を
使
お
う
と
し
て
も
料
金
が
高
過

ぎ
る
」
、
「
Ｏ
Ｌ
勤
め
の
時
と
比
べ
、

収
入
に
変
動
が
あ
り
、

乳
価

一
円
足

〕

会
場
で
は
思
わ
ず
笑
い
が
…

り
と
も
い
え
な
い
」、
「農
業
に
魅
力

を
感
じ
て
い
る
」
な
ど
、

和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
様
々
な
会
話
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

仕
事
や
育
児
な
ど
で
、

な
か
な
か

奥
さ
ん
ど
う
し
の
交
流
の
場
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、

こ
の
度
の
交
流
会
は

有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

酪
農
家
の
奥
さ
ん
方
の
今
後

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

:    ・
  ・ ・・ ・・ ・・・ ●●●● ● ●● ●● ● ●● 0 ●|

曙町 0

●生まれた時の身長 ・体重は一一。
身長/46 0cm  体 重/3,410g

●最近の身長 ・体重は一一。
身長/68 4om  体 重/8 5Kg

―お母さんから一言一

うちの裕太<ん はすご～く ｀
きかん力、で軌

一番大好きなのがテL/ビの CM。 好きな CMが
入るとどこにぃても飛んできて、テレピにしが
みついてしヽます。めもちゃの電話をあづけると
受話器を耳へ 「ハーィ」と一言。

&

ま
島

最近は、やっと立つことができ、二、
うや<歩 けるようになりました。早く一人で歩
けるようにな り、もつともつと自由に遊んでほ
しいです。元気よ<強 い子に育ってネ。

じ

懇談する(左から)佐マ木組含長、小日桐町長、伊藤婦人副部長

メ鵡易儀 )さんるの耗Sラ太くん(H4.12.28生)

軍



今月の担当は
「加瀬保健婦」であ

町
の
保
健
事
業
の

今
月
号
で
は

「健
康
相
談
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

町
で
は
、

大
人
と
子
供
の
そ
れ
ぞ

れ
を
対
象
と
し
た
健
康
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
大
人
の
健
康
相
談

相
談
は
表
１
の
よ
う
に
、

役
場
の

ほ
か
に
各
地
区
へ
保
健
婦
が
出
向
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

血
圧
測
定
を

中

心
と
し
た

ご
自
分

の
健
康
確
認

の

た
め

に
利

用
さ
れ

て

い
ま
す
。

血
圧

測
定

の
ほ
か
に
希
望
者
ま
た
は
必
要

な
方

に
尿
検

査

・
血
糖
測
定
も
行

っ

て

い
ま
す
。

ま

た
、

老
人

ク
ラ
ブ
や
婦
人
部

の

集
ま

り
に
お
邪
魔

さ

せ
て

い
た
だ

い

た
時

は
、

血
圧
測
定
を
行
う
と
共

に

何

か
相

談
ご
と
が
あ
れ
ば
そ

の
都
度

受

け
付

け
て

い
ま
す
。

糖
尿
病

の
方

に

つ
い
て
は
、
「

糖
尿

レ
身
体
測
定
で
は
「泣
き
声
」
で

会
場
は
に
ぎ
や
か

卜
保
健
婦
の
間
診
を
受
け
る

お
日
さ
ん
と
子
供

病
健
康
相
談
」
を
月
に
一
回
、

役
場

相
談
室
で
行
っ
て
い
ま
す
（予
約
制
ヽ

糖
尿
病
で
は
、

運
動
と
食
事
療
法

が
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
促
婦

と
栄
養
士
が
そ
ろ
っ
て
相
談
に
来
ち

れ
た
方
に
合
っ
た
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
子
供
（乳
幼
児
）
の
健
康
相
談

子
供
の
発
達
は
目
覚
ま
し
い
も
の

で
す
。

そ
の
発
育
発
達
の
お
手
伝
い

を
す
る
た
め
、

保
健
婦

・
栄
養
士
・

）

歯
科
衛
生
士
の
メ
ン
バ
ー
で
「乳
幼

児
健
康
相
談
」
を
表
２
の
よ
う
に
行

っ
て
い
ま
す
。

身
体
測
定
と
月
齢
に
合

っ
た
発
達

チ
ェ
ッ
ク
の
後
、

保
健

・
栄
養

・
歯

科
指
導
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
の
場
で
は
、

自
分
の
子
以
外

の
子
を
見
れ
る
機
会
と
な
り
、

親
同

志
の
交
流
も
で
き
ま
す
。

相
談
の
間

は
、
「笑
い
声
」
、
「泣
き
声
」な
ど
、

と
に
か
く
子
供
が
元
気
に
育

っ
て
い

る
と
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
が
実
感
で
き

る
時
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
、

直
接
皆
さ
ん
に

お
会
い
す
る
健
康
相
談
以
外
に
、
「電

話
相
談
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
康
相
談
の
模
様

＝
１１
月
１６
日
≧
辰
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
＝

9

く表1〉成人健康相談

実 施 場 所 実  施   日 日寺 問

①役  場  相  談  室 毎 月 第 4 金曜 日 13:00-16:00

②ナ1 1 北公 民 館 偶数月 第 3木 曜 日 10:00～ 11:30

③薫 別 集 落 セ ン タ ー 奇数月 第 1金 l程日 10:00-11:30

④崎 無 異 町 内 会 長 宅 奇数月 第 1金 曜 日 13:30-14:00

⑤茶志骨パイロット会館 偶数 月  第 1月 曜 日 13:30-15:00

く表2〉乳幼児健康相談

実 施 地 区 実 施 日 場 所

標 津  地  区 毎 月 第 3 火 曜 日 町 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

川 北  地  区 毎月 第 3木 曜 日(午後のみ) 公 民 館

※対象 月齢 な ど詳 しい内容 は、保健 カ レングーや しべつ っ子の健康 スケ ジュール をご覧 くだ さい。



平成6年度の固定資産の評価替えは?

匡酷雷唇曾啓杷爵稲松号椿科!櫓啓竹2啓〕螢獣‖全二里空呈

税負担はどうなる? 総合かつ適切な調整措置を講じ

税負担の急激な増加を抑えま丸

① 住宅用地の課税標準の特例措置の拡充
(現 行 )   (改 正後)

。一般住宅用地        価 格の 1/2 → 価 格の 1/3
・小規模住宅用地(200貯まで) 価 格の 1/4 → 価 格の 1/6

② 評価の上昇割合の高い宅地に対する暫定的な課税標準の特例措置の導入
(現 行 )    (改 正後)

・評価の上昇割合の高い宅地  特 例措置なし →  評 価の上昇の程度に応 じて

価格の 3/4～1/2

① 宅地について、よりなだらかな税負担となるような負担調整措置の実施

●①～③の措置により、平成6年度から平成8年度までの各年度分の固定資産

税は、次頁の算式により計算されることになります。

土
地

や
家

屋
を
所
有

し

て

い
る
方

に
は
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

が
、

そ

の
税
額
を
計
算
す

る
際

に
必

要
な

の
が
固
定
資
産
税
評
価
額

（
土

地

や
建
物
な
ど

の
価
値
を
示
す
価
格
）

で
す
。

固
定
資
産
税
評
価
額
は
、

三
年

に

一
度
評
価
替
え

（
評
価
額

の
見
直

し
）

を
行

い
、

今
回
は
平
成

六
年
度

に
予

定

し

て

い
ま
す
。

そ

の
評
価
替

え

で

は
土
地

（宅

地
）

の
価
格

を
地
価

公

示
価
格

（
実
勢
価
格
）

の
七
割
程
度

の
額
を
目
安

に
見
直

し
を
行

い
、

評

価

の
均
衝
化

・
適

正
化
を
図

ろ
う
と

し

て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

標
津
町
内

の
基
準
値

及
び
標
準
値

に

つ
い
て
不
動
産
鑑
定

士

に
よ

る
鑑
定

評
価
額
を
基

に
評
価

替

え
を
行
う

こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

評
価
額

は
大
き
く
上
昇
す

る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、

税
金
を
計
算
す

る

う
え
で
次

の
よ
う

に

い
ろ

い
ろ
な
特

例
措
置

に
よ
り
、

税
負

担

の
上
昇

を

極
力
抑
え

て

い
ま
す
。

評
価

は

上

が

っ
て
も

税
負
担
は
急
に
増
え

ま
せ
ん

今

回
の
評
価
替

え

に
伴
チ
税
負

担

に

つ
い
て
は
、

次

の
よ
う
な
調
整
措

置

に
よ
り
増
加
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

●
土
地
関
係

①
住
宅

用
地

に
係

る
課
税
標
準

の
特

例
措
置

が
さ
ら

に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

②

評
価
替
え

に
よ

る
評
価
額

の
上
昇

が
著
し

い
宅

地

に

つ
い
て
は
さ
ら

に
暫
定
的
な
課
税
標
準

の
特
例
措

置

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

③
宅

地
は
、

よ

り
な

だ
ら
か
な
税
負

担
と
な

る
よ
う
な
負
担
調
整

に
な

り
ま
す
。

●
家

屋
関
係

家
屋

の
評
価
を
見
直

し
、

税
負
担

を
軽
減

し
ま
す
。

①
家
屋

の
耐
用
年
数

の
短
縮

（
二
十

年

ぶ
り

の
見
直

し
）。

②

木
造
以
外

の
住
宅

・
ア
パ
ー
ト

の

初
期
減
価

の
引
き

下
げ
。

③
在
来

分
家
屋

（既

に
課
税
さ
れ

て

い
る
家
屋
）

の
評
価
額
を
三
％
減

価
。

以
上

の
措
置

に
よ

っ
て
、

税
負
担

の
増
加
を
極
力
抑
制
し
た
も

の
と
な

っ
て

い
ま
す
。

く土 地 関 係〉

●住宅用地…住宅の敷

地に供されている土

地 。

●小規模住宅用地…200

m2以下の住宅用地 (2

oom2を超える場合は

住宅1戸当り200m2ま

での部分)を いう。

●一般住宅用地…小規

模住宅用地以外の住

宅用地をいう。例え

ば、300m2の住宅用地

(1戸建住宅の敷地)

であれば、200m2分が

小規模住宅用地で、

残 りの 100m2分が一

般住宅用地 となりま

す。
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固定資産の評価替え 税負担はどうなる?

―平成6年度～8年 度までの各年度分の固定資産税(土地)の算式■

※評価の上昇割合とは、平成6年度評価額を、原貝」として平成3年度評価額で除して得たものです。

く家 屋 関 係〉

見直し、税負担を軽減しま抗
・家屋の耐用年数の短縮

(代表例)
・木 造 住 宅

・非木造

住宅・アパー ト

事務所 (鉄骨)

工 場 (鉄骨)

(現行) (改 正後)

24年 →  20年

(鉄筋) 70年  →

50年 →

40年 →

年

年

年

・非木造の住宅、ラ ミートの初期滅価の引下げ

(現行)(改 正後)
0.9 → 0.3 、

ジ

・在来分の家屋(既に課税さ約い るヽ家屋)の3%波 価

前年度の課税標準額X負 担調整率X税 率=当 年度の税額

評価の上昇割合※

3.6倍以下の もの

3.6倍を超え、4.8倍以下の もの

48倍 を超え、6.75倍以下の もの

6,75倍を超え、15倍以下の もの

15倍を超えるもの

2.4倍以下の もの

2.4倍を超え、32倍 以下の もの

3.2倍を超え、4.5倍以下の もの

4.5倍を超え、10倍以下の もの

10倍を超え、18倍以下の もの

18倍を超えるもの

非住宅用地 住宅用地の課税標準の特例

措置の拡充を行います。

く公的土

●土地の価格には、公的土地評価といわれるも

のだけでも、①地価公示価格 (国土庁土地鑑定

委員会)、地価調査価格(都道府県)② 相続税評

価額(国税局)③ 固定資産税評価額(市町村)が

あります。

●昭和60年代の急激な地価高騰の影響によって

これらの間の差が大きくなり、公的土地評価に

対する国民の不信を招いていました。

。そこで、平成元年に成立 した「土地基本法」に

おいては、公的土地評価相互の均衡 と適正化を

図ることがはっきりと定められました (土地基

本法第16条兆

●従って、今回の評価替えは基本的に評価の均

衡イし。適正イしを図ることが目的であり、これに

よって増税 しようとするものではありません。



シ
ロ
ザ
ケ
の
ふ
化
の
瞬
間

Ｑ
、

シ
Ｅ
ザ
タ
の
卵
は
ど
れ
く
ら
い

で
ふ
化
す
る
の
？

Ａ
、

サ
ケ
科
の
魚
の
場
合
、

受
精
し

た
日
か
ら
ふ
化
ま
で
の
日
数
は
、

水

温
が
高
け
れ
ば
短
く

な
り
、

逆
に
水
温
が

低
け
れ
ば
長
く
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、

ふ

化
場
な
ど
で
、

受
精

し
た
日
か
ら
ふ
化
ま

で
の
日
数
を
知
る
目

安
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
の
が

「積
算
本

温
」
で
す
。

「積
算
本
温
」と
は

日
平
均
水
温
に
ふ
化

す
る
ま
で
の
日
数
を

か
け
た
も
の
で
、

シ

ロ
ザ
ケ
の
場
合
は
約

四
八
〇
℃
／
日
で
す
。

そ
こ
で
、

か
り
に
八

℃
の
水
で
飼
育
す
る

場
合
、

約
六
〇
日
で

ふ
化
す
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。）

質
問
を
募
集
し
て
いま
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か
ら

の
質
問
や
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

質
問
や

ご
意
見
は
ハ
ガ
キ
、

も
し
く
は
直
接

科
学
館
受
付
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ

れ
た
質
問
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
の
で
、

住
所

・
氏
名

・
年
齢

を
お
忘
れ
な
く
。

〔宛
先
〕

標
津
町
字
標
津

一
三
二
六
番
地

一

標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館

「
Ｑ
＆
Ａ
」係
ま
で

科
学
館
の
魚
た
ち
ｏ

ｌ
タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
サ
ケ
ー

タ
イ
セ
イ
ョ
ウ
サ
ケ
は
、
日
本
で

は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
魚
で
す
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
サ
ケ
（
仰
ミ
ミ
鳴
こ

と
い
え
ば
こ
の
魚
の
こ
と
を
さ
す
ぐ

ら
い
有
名
な
魚
で
す
。

こ
の
魚
の
天
然
分
布
域
は
、

そ
の

名
の
と
お
り
大
西
洋
で
、

北
大
西
洋

の
北
ア
メ
リ
カ
沿
岸
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

沿
岸
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
セ
イ
ョ
ウ
サ
ケ
の
多
く
は
一

年
か
ら
三
年
ほ
ど
河
川
で
生
活
し
た

後
、

海
に
下
り
ま
す
。

海
洋
で
の
生

活
期
間
は

一
～
四
年
間
で
そ
の
後
、

川
へ
産
卵
の
た
め
遡
上
し
ま
す
。
し

か
し
、

シ
ロ
ザ
ケ
、

カ
ラ
フ
ト
マ
ス

な
ど
と
違
い
、

産
卵
後
も
死
ぬ
事
な

く
、

何
回
も
産
卵
す
る
個
体
も
い
ま

）

す
。タ

イ
セ
イ
ヨ
ウ
サ
ケ
は
海
面
で
の

養
殖
が
非
常
に
盛
ん
で
、

ノ
ル
ウ
ェ

ー
、

チ
リ
を
中
心
に
年
間
二
十
万
ト

ン
程
度
生
産
さ
れ
て
い
ま
す

（ち
な

み
に
標
津
の
サ
ケ
漁
獲
量
は
平
成
四

年
で
八
千
ト
ン
）。
そ
の
う
ち
、

年
間

一
万
ト
ン
前
後
が
日
本
へ
輸
入
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

日
本
で
店
頭
に
並
ぶ
場
合
、

タ
イ
セ

イ
ヨ
ウ
サ
ケ
と
い
う
名
前
で
出
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
″

サ
ー
モ
ン
ク

と
い
う
名
前
で
並
ぶ
場
合
が
多
い
よ

う
で
す
。

な
お
、　

ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
川
で

十
五
年
ほ
ど
前
に

″
カ
ン
バ
ッ
ク
サ

ー
モ
ン
運
動
〃
が
起
こ
り
ま
し
た
が

テ
ム
ズ
川
の
サ
ケ
は
、

こ
の
タ
イ
セ

イ
ヨ
ウ
サ
ケ
で
す
。

タイセイヨウサケ
挽み″θ Mttr
ATLANTiC SALMON

のお矢□らせ

当館|よ、12月と1月 |よ館内

整備などのため、体館となり

ます。

開館|よ来年の2月 1日 から

となっておりますので、来館

の際はお気を付けください。

サーモン科学館入館者数
(10月末現在 )

10月の入館者数…………24,887人

才―プン以来累計"……323,370人

本年度累計(4～10月)…116,013人

対前年比(4～10月)………95,6%

(5,296規)



し
ま
す
。

▼
貸
付
の
条
件

●
申
込
み
は
、

セ
月
「
国
か
ら
２
月

２８
日
ま
で
。

●
無
利
子
で
も
両
円
ま
で
あ
貸
し
し

ま
す
。（保

証
人
が
「
人
嚇
要
で
す
じ

●
返
済
は
、

貸
付
用
の
翌
月
か
ら
側

ヶ
月
間
で
す
。

▼
利
用
で
き
る
方

●
め
年
香
り
の
世
帯
●
ｂ
身
障
害
者

●
８
子
世
帯
●
難
病
憲
者
の
い
る
世

”研
　
　
　
　
　
！

詳
し
く
は
、

役
場
内

・
社
会
福
祉

協
議
会

（
ａ
２
‐
２
１
３
１
・内
線
１

２
３
）
ま
で
。

～
み
ん
な
で
楽
し
い
お
正
月
～

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
１２
月
「

国
か
ら
全
国

一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。

町
内
の
恵
ま
れ
な
い
方
マ
に
多
少

の
歳
末
見
舞
金
を
贈
り
、

町
民
そ
ろ

っ
て
楽
し
い
め
正
月
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
を
め
く
み
と

り
い
た
だ
き
、

皆
様
の
あ
た
た
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

特
に

「大
□
篤
志
募
金
」

の
名
目
で
町
内
の
事
業
主
の
方
マ
に

共
同
募
金
会
役
員
が
直
接
お
伺
い
し

篤
志
募
金
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
の
で
、

そ
の
節
は
よ
ろ
し
＜
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

見
舞
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
町
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

町
社
会

福
祉
協
議
会
で
十
分
検
討
さ
れ
、

各

対
象
の
方
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

―
道
共
同
募
金
会
標
津
町
の
会
―

（
ａ
約
掛
こ
１
３
４
・内
線
１
２
３
）

▼
日
時
　
１２
月
７
日

・
４３
時
３０
分
～

▼
会
場
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
受
講
の
際
は
、

免
許
証
と
筆
記
用

具
を
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

―
警
察

・
役
場
住
民
課
―

>期 間 12月 1日～10日

>重 点  ● スリップなどによる

事故防止

●飲酒運転の防止

～安全はスピー ドダウンと

ゆとりから～

冬期間のため、次のとおり閉

園となりますので、お知らせし

ます。

>平 成5年11月23日～

平成6年4月23日まで

〔町の年末・年始業務〕
●役    場 二一〈12月30日御用納め、1月6日御用始め〉

12月31日から1月5日 まで休みとなります。

休み中の急用については受け付けます。

(※12月30日午後から閉庁)

●町 立 病 院上■12月30日から1月5日まで休診となりまする
休 日の急患は受け付けます。

●総合体 育 館- 1 2 月 3 0 日から1 月5 日まで休みます。
(※12月28。29日清掃により休館 )

0 中 央 公民 館二 1 2 月3 1 日から1 月5 日まで休みます。

●サ||】ヒ公 民館-12月 31日から1月5日まで休みます。

●し尿<み 取リー 12月30日から1月5日まで休みます。

●ゴ ミ 収 集-12月 31日から1月5日まで休みます。

役場の
電話番号は

2-2131(代表)

曽
さ
ん
が
衝
日
の
生
活
を
営
ん
で

い
く
上
で
、

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、

法
律

上
ど
の
よ
う
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い

た
め
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

法
務
電
や
人
権
擁
護
委
員
は
、
『夫

婦
親
子

・
相
続

・
金
銭
貸
借

・
不
動

産

・
借
地
借
家

・
い
じ
め

・
体
罰

・

名
誉
信
用

・
差
別

・
公
害
』
な
ど
の

問
題
、

そ
の
他
心
配
ご
と
な
ど
の
相

談
に
ｂ
じ
て
い
ま
す
。

な
め
、

次
の
と
お
り

「特
設
人
権

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お

気
軽
に
相
談
し
て
＜
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
１２
月
８
目
的

１０
時
～
１５
時

▼
場
所
　
標
津
町
役
場
１
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
＜
守

ら
れ
ま
す
。

―
私
の
ま
う
の
人
権
擁
護
委
員
―

●
矢
吹
　
弘
照
　
　
　
　
　
！

（字
川
北
　
ａ
５
，
２
０
５
６
）

●
疋
田
　
敏

一

（字
標
津
　
ａ
２
ｔ
２
１
０
３
）

※
相
談
所
開
設
時
以
外
で
も
随
時
相

談
を
受
け
ま
す
。

冬の交通安全運動

ポー川史跡自然公園
閉園のお知らせ



寒
さ
も
日
毎
に
厳
し
く
な
り
、

暖

房
用
の
灯
油
な
ど
を
扱
う
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
が
、

公
共
下
水
道
管
ヘ

灯
油
な
ど
の
油
類
が
流
出
す
る
の
を

防
止
す
る
た
め
、

次
の
事
項
に
注
意

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
風
呂
釜
の
修
理

・
清
掃
時
に
…

開
閉
コ
ツ
ク
を
め
ず
閉
め
る
と
共

に
、

ホ
ー
ス
内
に
残
っ
て
い
る
灯
油

が
洗
い
場
に
流
れ
な
い
よ
う
に
し
て

＜
だ
さ
い
。

万

一
、

灯
油
が
こ
ほ
れ
た
場
合
は

新
聞
紙

・
古
布
な
ど
で
完
全
に
拭
き

取
っ
て
＜
だ
さ
い
。

▼
灯
油
ホ
ー
ス
に

″亀
裂
″
が
な
い

か
点
検
…

特
に
浴
室
の
洗
い
場
に
風
呂
釜
を

置
い
て
い
る
場
合
は
、

灯
油
木
ト
ス

に
亀
裂
が
な
い
か
定
期
的
に
点
検
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

亀
裂
が
見

つ
か
っ
た
場
合
は
、

早
め
に
新
し
い

木
―
ス
に
取
り
換
え
て
＜
だ
さ
い
。

（灯
油
ホ
ー
ス
の
亀
裂
か
ら
漏
れ
た

灯
油
が
、

洗
い
場
の
排
水
□
か
ら
公

共
下
水
道
管
へ
と
流
出
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
じ

▼
屋
外
の
灯
油
タ
ン
ク

・
配
管
か
ら

の
油
漏
れ
…

こ
の
場
合
は
、

地
下
浸
透
し
て
長

時
間
後
に
下
水
道
管
へ
流
出
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
願
い

ま
す
。

公
共
下
水
道
管
へ
灯
油
な
ど
の
油

類
が
流
出
す
る
と
、

終
末
処
理
場
ま

で
流
れ
込
み
ま
す
。

油
の
撒
去
に
は

多
額
の
費
用
が
か
か
る
と
共
に
、

終

末
処
理
場
で
は
汚
水
の
処
理
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

ま
た
、

下
水
道

管
や
終
末
処
理
場
へ
流
出
し
た
灯
油

な
ど
は
気
化
す
る
と
最
初
の
量
の
１０

万
倍
以
上
の
量
に
な
り
大
変
危
険
で

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場

・
上
下

水
道
課

（ａ
内
緑
２
２
８
）
へ
。

今
年
も
い
よ
い
よ
積
雪
の
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
ス
タ
ツ
ト
レ

ス
タ
イ
ヤ
の
普
及
に
対
価
す
る
た
め

『よ
り
細
や
か
な
除
排
雪
』
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、

曽
様
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て

遵
守
さ
れ
、

除
排
雪
作
業
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。

●
路
上
駐
車
の
禁
止

●
除
雪
車
が
作
業
を
終
了
し
た
路
上

に
は
雪
を
出
さ
な
い
。

●
子
供
の
道
路
周
辺
で
の
ソ
リ
遊
び

な
ど
を
さ
せ
な
い
。

●
屋
根
の
雪
が
歩
道
上
に
自
然
落
下

す
る
恐
れ
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に

は
、

雪
止
め
な
ど
の
措
置
を
施
す

よ
う
に
す
る
。

●
個
マ
で
重
機
等
に
よ
る
除
雪
を
行

う
場
合
に
は
、

歩
道
や
車
道
に
山

積
み
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

―
役
場

・
建
設
課
―

「
エ
イ
ズ
」
は
今
世
紀
末
に
は
、

世
界
中
で
４
千
河
人
以
上
も
の
感
染

者
が
で
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す

（

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
「
９
９
２
年
６
月
現

在
ヽ町

で
は
、

近
年
世
界
的
に
急
増
し

て
い
る

「
エ
イ
ズ
」
の
予
防
事
業
を

国
の
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
事
業
の

一
環
と
し
て
、

エ
イ

ズ
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
配
付

や
ビ
デ
方
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

エ
イ
ズ
を
予
防
す
る
に
は
、

ま
ず

曽
さ
ん
が
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

こ
の
度
、

町
で
は
次
の
無
栂
貸
し

出
し
用
ビ
デ
オ
を
用
意
し
ま
し
た
。

ご
希
望
の
力
は
、

中
央
公
民
館
図
書

窒

（ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
）
ま
で
申
込

み
＜
だ
さ
い
。

●
「
＞
面
の
・正
し
い
理
解
と
行
動
」

ｏ
「
エ
イ
ズ
そ
の
正
体
と
予
防
」

０
「

工
〇
〓
ヽ
「
○
〓
ヽ

『
刃
口
く
口
Ｚ
「

う
け
の
」
～
エ
イ
ズ
に
関
す
る
大

切
な
こ
と
～

０
「
〓
ヽ
工
＞
「
‘∽

＞
一〇
の
『
」

～
エ
イ
ズ
を
も
っ
と
知
ろ
う
～

―
役
場

・
福
祉
保
健
課
―

職
業
能
力
開
発
大
学
棋
で
は
、

い

つ
で
も

，
ど
こ
で
も
働
き
な
が
ら
学

べ
る
１
級
及
び
２
級
技
能
士
通
信
制

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
通
信
制
訓
練
は
社
内
訓
練
と

し
て
基
礎
的

・
専
門
的
知
識
を
系
統

曲
に
広
＜
学
び
、

ま
た
技
術
革
新
に

対
応
す
る
専
門
的
な
技
能
の
習
得
を

自
分
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
に
あ
わ
せ
て

学
習
で
き
る
通
信
講
座
で
す
。

▼
受
講
資
格
　
実
務
経
験
の
あ
る
力
。

▼
受
付
　
い
つ
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。

▼
受
講
期
間
　
４
カ
年

（標
準
）

▼
受
講
料
　
「
級

８
、

２
４
０
円
、

２
級

６
（
「
８
０
円

）

※
お
問
い
合
わ
せ
先
　
釧
路
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（〒
０８４
釧

路
市
大
楽
毛
南
４
１
５
１
５７
・
ａ
Ｏ

ｌ
５
４
‐
５
フ
１
８
「
１
４
）ま
で
。

▼
募
集
人
員
　
約
３０
名

▼
修
業
年
限
　
３
年

▼
受
験
資
悟
　
中
学
卒
業
以
上

（平

成
６
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

▼
願
書
受
付
　
平
成
６
年
１
月
的
日

か
ら
２
月
９
日
ま
で

▼
入
学
試
験
日
　
平
成
６
年
２
月
１３

日
▼
試
験
科
目
　
国
語

・
数
学

・
英
語

面
接

・
身
体
校
査

▼
特
典
　
一局
卒
同
等
資
格
付
与
、

４

級
海
技
士
国
家
試
験
の
う
ち
筆
記
試

験
免
除
。

卒
業
後
６
ヶ
月
の
乗
船
実

習
科
へ
進
め
ま
す
。（帆

船
等
で
遠
洋

航
海
へ
行
き
ま
す
。

無
対
）

運
輸
省
海
技
大
学
校
（
２
年
間
）
ヘ

筆
記
試
験
免
除
で
入
学
で
き
ま
す
。

▼
奨
学
金
等
　
周
額
２
河
３
千
円

・

生
徒
寮
完
備
（食
費
等
２
万
９
千
円
）

詳
し
＜
は
、

小
縛
海
員
学
校
教
務

課

（小
縛
市
桜
３
丁
目
四
―
「
・
ａ

０
１
３
４
‐
５
４
‐
２
１
２
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。



▼
テ
ー
マ
　
建
設
業

・
運
送
業
の
経

営
戦
略
、

新
商
品

・
新
製
品
開
発

の
進
め
方
な
ど
。

▼
対
象
者
　
経
営
音

・
管
理
者

。
後

継
者
。
　
　
　
　
　
　
・

▼
実
施
期
間
　
平
成
６
年
２
月

（
３

日
間
～
５
日
間
）

▼
申
込
期
限
　
平
成
６
年
１
月
１２
日

※
詳
し
＜
は
、

中
小
企
業
大
学
校
旭

川
検

・
研
修
課

（
ａ
０
１
６
６
１

６
５
１
１
２
０
０
）
へ
。

季
節
労
働
者
の
屋
用
と
生
活
の
安

定
を
図
る
た
め
、

建
設
業

・
水
産
加

工
業
な
ど
で
魯
年
冬
期
に
離
職
す
る

の
が
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
る
労
倒
者

を
冬
期
に
も
続
け
て
一屋
用
し
よ
う
と

す
る
事
業
主
の
力
に
通
年
雇
用
奨
励

金
を
支
給

（労
働
者
「
人
当
た
り
５０

万
円
が
限
度
）
す
る
制
度
を
設
け
て

お
り
ま
す
。

平
成
４
年
度
は
根
窒
管
内
で
５８
事

業
所
、

２
６
４
人
の
労
働
者
が
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
さ

年
間
を
通
じ
て
安
定
経
営
が
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
ご
活
用
＜
だ
さ
い
。

一拶

な
め
、

詳
し
い
こ
と
は
パ
ロ
ー
ワ

ー
ク

（根
窒
公
共
職
業
安
定
所
×
な

０
１
５
３
２
１
３
１
２
１
６
「
）
に
お

問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

年
末
は
各
地
で
悲
惨
な
火
喪
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、

放
火

と
放
人
の
疑
い
の
米
喪
は
年
マ
増
加

し
て
い
ま
す
。
「放
火
さ
れ
な
い
」
「

ス
キ
を
５
え
な
い
」
環
境
づ
＜
り
を

し
ま
し
よ
う
。

～
放
火
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
～

▼
建
物
の
同
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出
す
習
慣

を
つ
け
ま
し
よ
う
。

▼
空
き
家

・
物
置

・
車
庫
な
ど
は
カ

ギ
を
か
け
ま
し
よ
う
。

外
出
時
や

就
寝
時
に
は
、

戸
締
ま
り
を
確
認

す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

放
米
の
多
い
場
所
は
空
き
家

・
物

置

・
車
庫
で
す
。

▼
家
の
同
り
に
贈
い
と
こ
ろ
を
作
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

放
火
は
暗
い
所
で
人
目
を
避
け
て

行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

衝
灯
や
門
灯
を
つ
け
て
明
る
く
す

る
こ
と
も
放
火
防
止
に
役
立
ち
ま

す
。

▼
隣
近
所
で
放
火
防
止
体
制
を
つ
＜

り
ま
し
よ
う
。

隣
近
所
で
放
火
防
止
の
話
し
合
い

を
し
て
、連

携
を
強
め
ま
し
よ
う
。

③
標
津
消
防
署

・
標
津
消
防
団
で
は

次
の
日
程
で
歳
末
特
別
善
戒
を
実

施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
　
１２
月
１５
日
～
３０
日

●
実
施
場
所
　
各
分
団
管
轄
内

警
察
で
は
年
末
に
多
発
す
る
犯
罪

や
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
特
別
警
戒
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
も
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
犯
罪
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。

●
金
融
機
関
か
ら
の
多
額
の
現
金
の

引
き
出
し
は
、

で
き
る
だ
け
２
人
以

上
で
行
う
。
●
人
込
み
で
は
ス
リ
に

注
意
を
。
●
長
期
間
留
守
に
す
る
時

は
戸
締
り
を
確
認
し
、

お
隣
に

一
声

か
け
て
。
●
凶
悪
事
件
の
多
＜
は
盗

難
車
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

車
か
ら
離

れ
る
時
は

「
キ
ー
を
抜
き
ド
ア
ロ
ッ

ク
を
―
」。　
　
―
中
標
津
警
察
署
―

～
年
賀
状
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

郵
便
同
で
は
４２
月
脩
日
か
ら
２４
日

ま
で
に
年
賀
状
を
差
し
出
さ
れ
た
め

客
様
の
中
か
ら
、

抽
選
で
全
道
で
５

０
０
名
様
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。

応
募
受
付
電
は
各
郵
便
同
で
備
え

付
け
の
応
募
券
に
住
所

・
お
名
前

・

ご
希
望
賞
罰
な
ど
記
入
の
う
え
、

年

賀
状
を
東
ね
た
最
上
部
に
添
付
し
て

最
寄
り
の
郵
便
局
の
窓
□
ま
た
は
郵

便
差
出
箱
に
お
出
し
＜
だ
さ
い
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
賞
品
は

「ぴ
わ
い

の
つ
め
」、
「生
産
き
し
ら
す
佃
煮
」、

「毘
布
巻
セ
ッ
ト
」、「熱
成
乾
燥
サ
ッ

ポ
ロ
ラ
ー
メ
ン
」、
「
夕
張
メ
ロ
ン
ピ

ュ
ア
ゼ
リ
ー
」
の
５
種
目
で
す
。

※
詳
し
＜
は
、

最
寄
り
の
郵
便
題
で

あ
尋
ね
＜
だ
さ
い
。

●
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
―
―
聖
友

標
津
支
所

（活
動
資
金
と
し
て
）

・
新
井
日
孝
男
さ
ん

（全
快
祝
を

や
め
て
）

・
任
日
穂
さ
ん

（香
典

返
し
を
や
め
て
）

●
標
津
病
院
に
ス
リ
ツ
パ
を
―
―
龍

雲
寺

●
中
央
公
民
館
図
書
窒
に
図
書
を
―

―
高
山
直
久
さ
ん

（群
馬
県
）

●
は
ま
な
す
苑
に
フ
オ
ル
を
―
―
大

屋
智
行
さ
ん

閣
隅
悶
田
め
誕
生
お
め
で
と
う
欄
の
「永
井
勇
気
＜
ん
」
は
、

１０
月
号
に
掲
載
す

る
と
こ
ろ
で
し
た
。△フ

ロ
掲
載
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

Ｅ
υ

お誕生おめでとう
お な ま え 住  所 保 護 者

永井 勇気くん 曙   町 永井 哲 也

あやの
白勢 彩 乃ちやん 曙   町 臼勢 宗 一

あいな

三船彩衣乗ちやん 薫   別 二船 一 臣

りな
八重樫梨那ちやん 桜 木 町 八重樫博文

みのり
荒  実 里ちゃん 弥 栄 町 荒  雅 樹

さき
井上 紗 紀ちやん 東古多糠 井上 弥 貫

はるか
久保  遥 ちゃん 寿   町 欠保 義 広

みよ
湾日 実 代ちやん 東茶忘骨 滝日 監康

―
盗
難
の
防
止
対
策
は
万
全
で
す
か
／
１

お<やみ申し上げます

氏    名 住  所 年  齢

出ロ ツ ヤさん 郭 栄 町 80続

任日益次郎さん 寿   B3 80歳

皆1 秀 一さん 住 吉  町 58続



まちの脚
10

山
崎

和
子
さ
ん

＝
商
業
＝

（住
吉
町
）

『我
が
町
に
住
ん
で
二
十
余
年
』

「サ
ー
モ
ン
の
町
」
標
津
町
は
活

気
の
あ
る
町
。
日
本

一
の
鮭
の
漁
獲

高
を
誇
る
こ
の
町
に
住
み
つ
い
て
、

早
い
も
の
で
二
十
年
余
り
が
た
ち
ま

し
た
。

町
の
人
々
は
、

い
つ
も
明
朗
で
快

活
、

新
鮮
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
悠
々

と
泳
ぐ
鮭
の
よ
う
で
す
。

子
供
た
ち

も
、

す
く
す
く
と
何
の
出
が
り
も
な

く
育
っ
て
行
く
姿
が
伺
わ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
町
と
し
て
宙
一言
し
た

本
町
は
、

ど
こ
の
グ
ラ
ン
ド
を
見
て

も
大
き
な
掛
け
声
と
応
援
の
熟
気
で

一
杯

で
す

。

子
供
た
ち
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
が

一
体
と
な

り
、

が
ん
ば

っ
て

い
る
姿

を
見

て

い
る
と
、

こ
れ

が
子
供
た
ち

の
真

の
力
を
発
揮
さ

せ
る
要
因
だ
と

思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
え
離
れ
ば
な
れ

に
な

っ
て
も

何

の
チ
ー

ム
で
も
、

レ
ギ

ユ
ラ
ー

　

親

子

の
絆

は
、

い

つ
ま

で
も
―
。

そ

に
さ
せ
た

い
の
は
親
な

ら
だ
れ
も

が
　
　
の
た
め
に
も
今

の
日
常

の
会

話
が
、

念

願
す

る
と

こ
ろ
で
す
。

多
く

の
選

　

ど
ん
な

に
大

切
か
と
思

い
ま
す
。

ど

手
を
育

て
、

そ
れ
ぞ
れ

が
ラ
イ

バ

ル
　
　
ん
な
小
さ
な
出
来
事

で
も
家
庭

に
帰

を

つ
く

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

強

い
チ
　
　
っ
た
ら
、

話
す

こ
と
を
我

が
子
に
望

―

ム
と
な

る

の
で
は
な

い
で
し

よ
う

　

ん

で

い
ま
す
。

か
。

そ
し

て
、　

一
人

一
人

が
目
標

に

　

　

子
供

ば
か
り
に

「
や
ら
せ
主
義
」

向

っ
て

一
生
懸
命
練

習
す

る

こ
と

で
　
　
で
、

大
人
も
反
省
さ
せ
ら
れ
る

こ
と

＊
次

の
「
ま
ち

の
声
」
快

Ｌ
下

さ
ん
が
選
ん
だ
東
津
町

の
佐

々
木

工

一
さ
ん

で
す
。

優
勝
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

忍
耐
力

・
精
神
力
を
養
っ
て
喜
び
は

皆
ん
な
で
ほ
め
た
た
え
た
い
も
の
で

す
。本

町
は
お
蔭
様
で
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
施
設
が
十
分
整
備
さ
れ
て
お
り
、

今
後
ま
す
ま
す
子
供
た
ち
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
ね
。

ま
た
、

子
供
た
ち
に
負
け
じ
と
年

輩
者
も
こ
れ
ら
の
施
設
を
有
効
に
利

用
し
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
の
ほ
か
に
も
ダ
ン
ス
な
ど
、

若

者
に
劣
ら
な
い
活
躍
ぶ
り
に
は
目
を

見
張
る
ば
か
り
で
す
。

自
分
の
趣
味

を
持
ち
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
楽
し

い
人
生
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
…
。

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、

今
は
昔

と
比
べ
て
子
供
の
数
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
ま
し
て
、

子

供
た
ち
は
学
校
進
学
や
就
職
な
ど
で

親
元
を
離
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
よ

、「′′。

も
あ
り
ま
す
。

子
供
だ
っ
て
体
の
調

子
の
悪
い
時
も
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な

悩
み
ご
と
で
た
ま
に
は
気
分
転
換
し

た
い
時
も
あ
る
は
ず
。

そ
ん
な
時
、

家
族
や
そ
ば
に
居
る
友
人
が
良
き
相

談
相
手
に
な
っ
て
、

い
つ
も
楽
し
い

生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

家
庭
ぐ
る
み
、

町
ぐ
る
み
、

グ
ル

ー
プ
で
、

ス
ポ
ー
ツ
に
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
中
で
、

人
と
人
と
の
交
流

の
和
を
広
げ
、

人
へ
の
思
い
や
り
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、

サ
ー
モ
ン
の
町

″標
津
″を
活
気
づ
け
た
い
も
の
で
す
れ

「住
め
ば
都
」ど
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
来

て
住
み
つ
い
た
人
で
も
、

ひ
と
声
掛

け
合
っ
て
、

お
互
い
助
け
あ
い
我
が

子
の
見
本
と
な
る
よ
う
、

努
力
し
た

い
で
す
ね
。

サ
ー
モ
ン
科
学
館
も
全
国
各
地
か

ら
、

た
く
さ
ん
の
方
が
見
学
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

遠
く
ま
で
旅
行
を
し
な

く
て
も
、

地
元
周
辺
に
は
す
ば
ら
し

い
施
設
や
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

以
外
と
知
ら
な
い
の
が
自
分

の
町
で
は
…
。

ち
な
み
に
私
も
先
月

号
の
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、

町
の
木

「な
な
か
ま
ど
」、
町
の
花

「は
ま
な

す
」
、

町
技
「剣
道
」
と
知
り
、

私
の

町

″標
津
〃
に
さ
ら
に
親
し
ん
で
行

き
た
ぃ
と

が
）
“

ぉ
り
ま
す
。

人□のうごき
平成5年11月1日現在

( )内は前月比

世帯数 2,275世帯(-1)

人 口 6,826人 (-3)

男  3,312人 (-4)

女  3,514人 (+1)

町内の交通事故
14局

( )内は累計

人身事故 4 件( 1 2 件)

負 傷  書  0人 (2人)

死 亡  者  0人 (3人)

物損事故 1 4 件O S , 人)

死亡事故ゼロの日

104日・1自5日現在)

□

国

□

国

▼
雪
も
チ
ラ
チ
ラ
降
り
だ
し
、

め
っ
き
り
寒
＜
な
り
ま
し
た
ｏ

い
よ
い
よ
冬
本
番
。

皆
さ
ん
、

車
の
運
転
と
カ
ゼ
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
を
―
。

▼
早
い
も

の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

一
カ

月
足
ら
ず
。

つ
い
こ
の
前
、

年

が
明
け
た
と
思
つ
た
ら
…
も
う

十
二
月
。

年
や
、

と．
し。
と
と
も

に
時
が
早
く
た
つ
よ
う
な
気
が

す
る
（年
寄
り
？
）
。

▼
今
年
も

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
つ
た
な
ア

ー
。

反
省
す
べ
き
点
は
素
直
に

反
省
し
、

来
年
に
向
け
て
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
新
た
な
気
持
ち

で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
ｏ

（ひ
）
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